
年金・一時金の支払いや、その財源となる
資産の積立状況を見る会計です。

基金の業務運営に必要な
経費を処理します。

給付費
3億7,936万円

移換金
227万円

運用報酬等
2,134万円

責任準備金増加額
3億7,037万円

業務委託費等
2,540万円

掛金等収入
5億7,444万円

運用収益
2億4,741万円

年金経理 業務経理・業務会計

事務費
2,378万円

代議員会費
100万円

業務委託費等
99万円

繰入金
6,015万円

事務費掛金収入
4,683万円

特別収入
2,734万円

費用
8億4,919万円

収益
8億4,919万円

費用
8,654万円

収益
8,654万円

雑収入
900万円

　2020年7月28日に開催されました
第11回代議員会で、当基金の2019年
度決算が可決・承認されました。

2019年度 基金決算のお知らせ

不足金
3,071万円

雑支出
62万円

当年度剰余金
5,045万円

　皆さまの将来の年金給付を確かなものとするために、基金では毎年度、保有する資産について「継続基準」と「非
継続基準」という2つの基準で積立状況をチェックしています。「継続基準」による検証では、基金が今後も継続し
ていくことを前提として年金給付に必要な積立金が確保されているかどうかを検証し、「非継続基準」による検証
では、制度が当年度末時点で終了すると仮定した場合に年金給付に見合う積立金があるかどうかを検証します。

継続基準 非継続基準
許容繰越不足額

純資産額

1,325

8,916 責任準備金 8,965 純資産額 8,916 最低積立基準額 7,052

「純資産額+許容繰越不足額」が責任準備金以上となっており、
掛金の見直しは不要です。

純資産額が最低積立基準額以上となっており、
積立水準確保の措置は不要です。

(百万円) (百万円)

　2020年2月19日に開催されました
第10回代議員会で、当基金の2020年
度予算が可決・承認されました。2020年度 基金予算のお知らせ

事務費
6,556万円

代議員会費
100万円

雑支出
155万円

当年度剰余金
1,023万円

事務費掛金収入
7,933万円

費用
7,933万円

収益
7,933万円

給付費
4億3,600万円

移換金
100万円

運用報酬等
3,000万円

責任準備金増加額
3億4,400万円

業務委託費等
2,600万円

掛金等収入
5億5,200万円

運用収益
2億4,800万円

当年度不足金
3,700万円

費用
8億3,700万円

収益
8億3,700万円

業務委託費等
99万円

年金・一時金の支払いや、その財源となる
資産の積立状況を見る会計です。

基金の業務運営に必要な
経費を処理します。年金経理 業務経理・業務会計
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財政検証結果のご報告


